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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

 蛋白質のアルギニンメチル化は生体内でリン酸化と同等の頻度で起こり、がんをはじめとする様々な疾

患に関与する重要な翻訳後修飾である。本修飾は PRMT ファミリー蛋白質が担い、中でも PRMT1 は細胞

内アルギニンメチル化反応の約 85%を担う主要な酵素である。申請者は hPRMT1 を研究対象とし、基質

認識およびメチル化機構の構造生物学的・蛋白質科学的解明を目指している。 
これまでに、hPRMT1 が濃度依存的に幅広い分子量分布（240k〜900k）を持つ自己集合状態を形成する

こと、コファクター（SAM・SAH）の結合により自己集合構造が変化し酵素活性が調節されることを明ら

かにしてきた（Toma-Fukai et al., J. Mol. Biol., 2016）。 
本年度は、hPRMT1 とコファクター（SAM、SAH）との結合を ITC により評価した。その結果、hPRMT1
が SAM よりも SAH に対して顕著に高い親和性を持つことを明らかにした。これらの成果は現在論文投

稿準備中である。 
 
 
 
 
 
 
 
 


